
 

 

  

自立生活体験とは 

自立生活体験エリアを使い、卒業後の生活をイメージし

ながら、「自分で考えて」生活する活動 

自立生活体験エリアの紹介 

自立生活体験室（一人部屋） キッチン（電子レンジ、冷蔵庫、IH付き） 浴室（ユニットバス） 

食事の時間や掃除、入浴時間など、普段の寄宿舎生活で決まっている

日課の時間を自分で考え、スケジュールを立てて生活をすることで、卒業

後の生活をイメージすることができ、目的意識をもちながら、自立生活体

験に取り組んでいます。 

自立生活体験の説明会 

自立生活体験に向けての説明会の様子です。体験の目的やきまりを確

認しました。起床や入浴など、普段の生活では日課に沿って行っているこ

とも、体験中は自分で考えた日課に責任をもって取り組むことになります。

体験をイメージしながら、真剣に説明を聞いていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回自立生活体験 

第１回の体験では、１５名の生徒が体験を行いました。昨年度体験をした

生徒と初めて体験をする生徒が二人一組となり、自立生活体験エリアで

一週間生活しました。日課を自分たちで組み立てていく中で、掃除の分担

や入浴の順番を話し合い、声を掛け合いながら過ごす姿が見られました。 

 

いつも食堂で食べている

食事は、体験期間中はキッチ

ンで食べることになります。

食器は自分で洗って食堂に

返します。 

 

 体験期間中は自分で日課

を決めて生活します。普段で

きない、朝のシャワーをする

ため、いつもより早起きする

生徒もいました。 

 

 自立生活体験エリアに設

置されているキッチンを使

用し調理体験を行いました。 

 炊飯器を使った炊飯や夕

食づくりをしたり、早起きを

して、自分で準備した材料で

朝食をつくったりと、卒業後

の家庭での生活をイメージ

しながら取り組みました。 

 「初めて一人で調理をして

みて、思ったより上手にでき

た」「おいしかった」と嬉しそ

うに話していました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動の振り返り・生徒の感想 

水分補給のお茶づくり 掃除の様子 余暇(ギターの演奏) 

 
 

 
考えて生活でき

た。少しは成長で

きた気がする。 

初めて体験をす

る友達に教えなが

ら生活できた。 
体験したこと

を家でも実践し

たい。 


